
『通常試験』

　　試験前の準備

・電源を入れる。

・『出力切替』スイッチを自動にする。

・『降水』『温度』ボリュームを共に
 　左回し一杯にする。

主基板の左下

・オフディレー『時間切替』スイッチを
　３分にする。

マイナス（－）ドライバー

雪

「コップ１杯程度」

◎これらが手近かにご用意できない場合は
　裏面の簡易試験を行ってください。

あると便利です

急冷スプレー

例：スポーツ用冷却スプレー

あらかじめ用意するもの
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・雪温センサーに
  雪をのせ１０分
  程度放置する。

・雪温センサーに
  １０秒程度冷却
　スプレーを吹きかける。

（冷却スプレーが無い時は省略）

・電極面に雪または
　水を落す。

　　降雪信号試験

　　　　　※気象条件により『温度』または、『降水』ランプが消えない場合があります。
　　　　　　その時には、裏面の簡易試験を行ってください。

　　復   帰

　　　　　受雪板の雪を取り除き、スイッチ・ボリュームを標準設定位置に戻す。
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約３分待つ

・『降水』『温度』ボリュームを共に
 　右に回してランプ点灯を確認する。

・『降水』『温度』ランプが点灯したまま
 　約３分後に『出力』ランプが点灯する。

・ ポンプ等も動作する。

約３分待つ

・『降水』『温度』ボリュームのどちらか
　 一方を左に回してランプを消す。

・『出力』ランプが消える。

・ ポンプ等の動作も停止する。
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『簡易試験』

  本体制御部のみの内部試験を行うものです。

　　簡易降雪試験
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・約１秒後に『出力』ランプが点灯する。

・ポンプ等も動作する。
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・『試験』スイッチを上げる。
 （はね返りスイッチのため手で保持のこと）

・『降水』ボリュームを回して『降水』ランプが
　右回し点灯、左回し消灯を確認する。

・『温度』ボリュームを(-)ドライバーで回して
　『温度』ランプが右回し点灯、左回し消灯を
　 確認する。
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約３分待つ

・『出力』ランプが消える。

・ポンプ等の動作も停止する。
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・『試験』スイッチをはなす。

（　　 　　）『降水』『温度』のどちらかの
 ランプが消える。

※気象条件により『試験』スイッチをはなしても
　どちらも消えない場合があります。
　その場合には、『試験』スイッチを上げたまま
 『降水』『温度』ボリュームどちらかを左に回し
　てランプを消す。
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・『降水』『温度』ボリュームを共に右に回して
　『降水』『温度』ランプを点灯させる。
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　　復   帰

　　　　　スイッチ・ボリュームを標準設定位置に戻す。

『受雪板の点検』

　制御部端子台で接続ケーブルの結線を外し、受雪板の入力抵抗値を測定

端子台 線  色 接続回路 標準抵抗値 テスター

Ｈ１・Ｈ２ 茶－黄 間 主ヒーター  約４００Ω  ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾅﾛｸﾞ
Ｃ１・Ｃ２ 白－黒 間 水分電極  乾燥時････無限大∞Ω

 濡れ時････約１０ｋ～２００ｋΩ
 ｱﾅﾛｸﾞ

TH１・TH２ 緑－赤 間 温度センサー  　０℃････約６ｋΩ
 １０℃････約４ｋΩ
 ２５℃････約２ｋΩ

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾅﾛｸﾞ

Ｈ３・Ｈ４ 紫－青 間 補助ヒーター  約８００Ω(１００Ｖ仕様は２００Ω）  ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾅﾛｸﾞ

『融雪システムの動作試験』
　システム全体の動作試験を行う時は、スノーコン動作パネル『出力切替』スイッチを『手動』にして
信号を出してやると便利です。尚、試験が終わりしだい必ず『出力切替』スイッチを『自動』に戻して
ください。


